


健康ポスター最優秀賞
【小学校低学年の部】　奥　直子 ( 安城小 2年）
【小学校中学年の部】　宇都　絆心（榕城小 4年）
【小学校高学年の部】　荒木　美脈（下西小 6年）
健康づくり功労賞【優良団体】　あじさい会
特定健康診査表彰
【受診率の部】　牧之峯自治会
【受診者数増加の部】　伊関自治会
【受診者増加率の部】　伊関自治会
【総合の部】　久保田自治会
【特別賞】　平園自治会
８０２０歯科表彰
【県歯科医師会長賞】　日髙　 久子
【郡歯科医師会長賞】　 島　 男
【西之表市長賞】　遠藤　和代
優良地域づくり団体表彰
【奨励賞】　塰泊安徳会
【努力賞】　庄司浦自治会
社会教育功労者賞
【功労者賞】　小濱　義三・河路　君江
生涯学習奨励賞
【奨励賞】　鮫島　卯美
熊毛地区社会教育功労賞
【優良個人】　榎本　和枝
【優良団体】　西之表市文化協会
県子ども会育成連絡協議会表彰
【県子ども会育成連絡協議会表彰】　丸田　健次
社会福祉功労賞
【県共同募金会会長感謝状】
　曽木　安清・曽木　英子・種子島酒造株式会社

※敬称略（学年は 3月現在）



▲種子島中学校卒業生全員合唱

▲種子島高校卒業生代表答辞

▲古田小「喜びを語る会」

▲現和みどり保育園卒園式
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湯呑みにお茶を注ぐ児童と射場貴大会長（中央）
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砂防実験装置を使った実験の様子
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▲矢田幸博教授
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第131弾

種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！



◇延長する期間と時間
窓口受付延長時間 延長する時間

3/28（水）～ 3/30（金）17：15 ～ 19：00

3/31（土）、4/1（日） 8：30 ～ 17：15

4/2（月）～ 4/4（水） 17：15 ～ 19：00

　個人番号通知カード及び個人番
号カードには、住所、氏名、生年
月日、性別が記載されています。
　これらの情報に変更があった場
合には、変更があったことを記載
する必要があ
りますので、
手続きの際は、
必ずご持参く
ださい。

■問い合わせ先　市役所市民生活課市民係　℡ 22‐1111 内線 301・302

　転勤や入学・卒業など、西之表市から転出される方、西之表市に転入される方など、春は異動に
より住所が変わる方が多い時期です。そのため、窓口が混雑し、待ち時間が長くなるなど、ご迷惑
をおかけすることが予想されます。
　市役所各課では、窓口へお越しの皆様のご負担を少しでも軽減できるよう、次の通り転出・転入
に関する窓口業務の時間を延長します。
　忙しい時期ですが、早めの手続きをお願いします。

◇延長する課と業務内容
課　名 内　　容

市民生活課

・住所の異動に関すること
・各種証明書の発行
・通知カード、マイナンバーカード、離
　島航空割引カードの交付
・国民年金に関すること
・ゴミ搬出に関すること

健康保険課・国民健康保険、後期高齢者医療保険に関すること

福祉事務所・児童手当、乳幼児医療、保育園、障害者手帳に関すること
水道課 ・水道の使用、停止に関すること
教育委員会
学校教育課

・小・中学校の新１年生の転入・転居者
に関すること

【西之表市内で引っ越す方】
　転居届が必要です。
　引越し先に住み始めてから 14 日以内に手続きをお願
いします。引越し前の手続きはできません。

【西之表市外へ引っ越す方】
　転出届が必要です。
　引越しの当日までに手続きをお願いします。引越し先
では転入届が必要です。

【西之表市外から西之表市内へ引っ越す方】
　転入届が必要です。
　西之表市に住み始めてから 14 日以内に手続きをお願
いします。



国民健康保険被保険者・後期高齢者医療保険被保険者の皆様へ

　毎年、特定（長寿）健診または人間ドックを
　どちらか１回受けましょう！

　

西
之
表
市
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
生
活
習
慣
病

や
疾
病
の
早
期
発
見
・
健
康
増
進
を
目

的
と
し
て
、「
1
日
人
間
ド
ッ
ク
」、「
２

日
人
間
ド
ッ
ク
」
及
び
「
脳
ド
ッ
ク
」

等
の
施
設
利
用
者
に
対
す
る
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
医
療
機
関
は
下
表
の
13
機
関

で
、
申
請
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

【
対
象
】

◆
国
民
健
康
保
険

　

施
設
利
用
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
加
入
期
間
が
引
き
続
き
1
年
以
上

で
、
20
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　

被
保
険
者
全
員

《
注
意
事
項
》

①
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
診
の
い
ず
れ
か
、
年
度
1
回
を
限
度

と
し
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
滞
納
世
帯
の
被
保
険
者

に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

③
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
に
対
す
る

助
成
の
た
め
、
会
社
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
助
成
額
】※
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◆
人
間
ド
ッ
ク　

２
万
５
千
円

※
１
日
・
２
日
ド
ッ
ク
と
も
金
額
は
同

じ
で
す
。

◆
脳
ド
ッ
ク　

２
万
円

◆
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診　

２
万
５
千
円

※
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
は
国
保
の
み
助
成

【
申
請
方
法
】

①
医
療
機
関
に
受
検
日
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
市
役
所

健
康
保
険
課
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う
。

③
医
療
機
関
で
受
検
す
る
際
、
②
の
手

続
き
で
も
ら
う
利
用
券
を
提
出
す
る
。

※
受
検
す
る
前
に
申
請
を
行
わ
な
い
と

助
成
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
検
は
特
定
健
診

景
品
引
換
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■問い合わせ先
　市役所健康保険課
　国民健康保険係
（4月以降は国保年金係）
　℡ 22‐1111 内線 311・312

【本市と契約している医療機関】
医 療 機 関 郵便番号 住　　所 電 話 番 号 1日ドック 2日ドック 脳ドック ＰＥＴ

鹿児島市医師会病院 890-0064 鹿児島市鴨池新町 7‐1 099-254-1125 ○ ○ × ×

成人病院（1日ドックは国保のみ利用可能）890-0055 鹿児島市上荒田町 16‐30 099-254-3332 ○ × × ×

高田病院 892-0824 鹿児島市堀江町 5‐1 099-226-4325 ○ ○ × ×

鹿児島徳洲会病院（2日ドックは国保のみ
利用可能） 890-0056 鹿児島市下荒田町 3‐8‐1 099-250-1110 ○ ○ × ×

JA 鹿児島県厚生連健康管理センター※ 1 890-0062 鹿児島市与次郎 1‐13‐1 099-256-1133 ○ ○ × ×

鹿児島県民総合保健センター 890-8511 鹿児島市下伊敷 3‐1‐7 099-220-2622 ○ ○ × ×

いづろ今村病院（国保のみ利用可能） 892-0824 鹿児島市堀江町 17-1 099-226-2600 ○ × ○ ×

南風病院 (PET 検診は国保のみ利用可能）※ 2 892-8512 鹿児島市長田町 14‐3 099-226-9111 ○ × × ○

さがらパース通りクリニック（脳ドック
は後期のみ利用可能） 892-0838 鹿児島市新屋敷町 26‐13 099-239-5366 ○ × ○ ○

厚地脳神経外科病院 892-0842 鹿児島市東千石町 4‐13 099-226-1491 × × ○ ×

種子島医療センター 891-3198 西之表市西之表 7463 0997-22-0960 ○ × ○ ×

厚地記念クリニックPET画像診断センター 891-0841 鹿児島市照国町 12‐1 099-226-8871 × × × ○

鹿児島赤十字病院 891-0133 鹿児島市平川町 2545 099-261-2111 × × ○ ×

○…受検出来る項目　×…受検出来ない項目
※ 2  後期 1日ドック：80 歳未満
※ 1  平成 30 年 5月 1日から「鹿児島厚生連病院健康管理センター」に名称変更





建築場所 建築物の種類・規模等 提出書類

都市計画
区域内

新築 全ての建築物

建築確認申請

増築・改築・移転 床面積が 10 ㎡を超えるもの

都市計画
区域外

①特殊建築物
（※ 1）

用途に供する部分の床面積の合計が 100 ㎡を
超えるもの

②木造の建築物

次のいずれかに該当するもの
・3階建て以上
・延べ面積が 500 ㎡を超えるもの
・高さが 13 ｍを超えるもの
・軒の高さが 9ｍを超えるもの

③木造以外の建築物
次のいずれかに該当するもの
・2階建て以上
・延べ面積が 200 ㎡を超えるもの

①～③に該当しない建築物 床面積が 10 ㎡を超えるもの 建築工事届

土砂災害特別警戒区域内
（※ 2）

居室を有する建築物を建築する場合 建築確認申請

※１…特殊建築物とは、学校・病院・集会場・旅館・共同住宅・倉庫・車庫等です。この他にもありますので、
事前にご相談ください。
※２…土砂災害特別警戒区域とは、土砂災害の恐れがある区域の中でも、特に建物が破壊され、住民に大
きな被害の生じる恐れのある区域として、県が指定した区域です。建築物の構造の規制がありますので、
事前にご相談ください。

■問い合わせ先
　市役所建設課建築係（4月以降は建築住宅係）　℡２２‐１１１１内線２３８ 
　熊毛支庁建設課建築係　℡２２‐１８６７

　住宅や倉庫などの建築物を建築（新築・増築・改築・移転）しようとする場合は、
工事をする前に建築確認申請や建築工事届の提出が必要です。
　建築場所や建築物の用途・規模により提出する書類が異なりますので、詳細
については、市役所建設課建築係までご連絡ください。

建築確認申請 建築工事届

　2月 27 日（火）、市農業委員会が「西之表市の農業施策等に関す
る意見書」を市長に提出しました。意見書の主な内容は次の通りです。

1　担い手への農地利用の集積・集約化について
　　農業者に対するサポート体制の整備など
2　耕作放棄地の発生防止・解消について

耕作放棄地解消、農地有効利用を目指す単独事業の創設、予算化など
3　新規参入の促進について
　　積極的な農地のあっせん、空きハウス、農具等の情報提供など
4　農業の振興について
　　高齢者や小規模農家の経営の安定など
5　有害鳥獣対策について
　　被害防止対策の強化と、効果的・効率的な被害防止対策の研究など



【
対
象
と
な
る
契
約
】

　

登
録
者
を
対
象
と

す
る
修
繕
等
の
契
約

は
30
万
円
未
満
で
、

内
容
が
軽
易
か
つ
履

行
の
確
保
が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
も
の
に
限
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市

長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
そ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
登
録
申
請
資
格
】

①
西
之
表
市
に
主
な
住
所
を
置
く
方

で
、
登
録
を
希
望
す
る
職
種
に
必
要
な

資
格
・
許
可
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

の
資
格
・
許
可
を
有
す
る
方

②
小
規
模
修
繕
等
の
工
事
に
関
す
る
能

力
を
有
す
る
方

③
西
之
表
市
建
設
工
事
請
負
業
者
選
定

事
務
処
理
要
領
（
昭
和
46
年
西
之
表
市

告
示
６
号
）
に
基
づ
く
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

【
登
録
申
請
の
方
法
】

　

小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
登
録
申

請
書
（
市
役
所
建
設
課
備
付
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
左
記
の
書
類
を
添
え
て
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
法
人
の
場
合
…
法
人
市
民
税
及
び
固

定
資
産
税
の
納
税
証
明
書

◆
個
人
の
場
合
…
市
税
の
納
税
証
明
書

◆
登
録
を
希
望
す
る
職
種
に
必
要
な
資

格
・
許
可
が
あ
る
場
合
…
資
格
・
許
可

証
の
写
し

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
建
設
課
管
理
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
３
９

　

http://w
w
w
.city.nishinoom

ote.
lg.jp/syoukibo/shuzen.htm

l

　

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の

預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る

「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
の

振
替
納
付
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　

４
月
20
日
（
金
）

◎
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　

４
月
25
日
（
水
）

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

種
子
島
税
務
署

　

℡
２
２
‐
０
４
４
０

　

大
内
田
弘
太
朗
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学

院
博
士
課
程
）
が
、
卒
業
論
文
「
植
物
資

源
由
来
生
産
に
お
け
る
農
業
と
工
業
の
シ

ス
テ
ミ
ッ
ク
な
強
化
」
の
中
で
、
種
子
島

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
の
現
状
等
を
例
に

３
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
内

容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、「
化
学
製
品
を
、
石
油
や
天

然
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
植
物
資
源
か
ら
も

作
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
」で
、

「
植
物
資
源
由
来
生
産
に
お
け
る
農
業
と

工
業
を
相
乗
的
に
強
化
す
る
た
め
の
新
た

な
方
法
論
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
５
日
（
月
）、
大
内
田
さ
ん
が
市

役
所
を
訪
問
し
、
論
文
を
市
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
・
種
子
島
Ｆ
Ｍ
中
継

局
が
２
月
20
日
（
火
）
に
開
局
（
周
波

数
は
82
・
３
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
し
、
市
役
所
正

面
玄
関
ロ
ビ
ー
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
島
内
１
市
２
町
の
首

長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
は
Ｍ
Ｂ

Ｃ
ラ
ジ
オ
で
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
月
19
日
（
月
）
〜
25
日
（
日
）

ま
で
、「
種
子
島
ふ
る
さ
と
ウ
ィ
ー
ク
」

と
題
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
種
子
島
の
魅

力
が
た
っ
ぷ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
８

町
の
産
業
・
経
済
を
ひ
き
あ
げ
て
い
く

横
断
道
路
・
あ
と
ひ
と
息
！

　

失
業
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
昨
年
四
月
か
ら
工
事
を
は
じ
め
た
西
之
表
高
台
を
南

北
に
一
貫
す
る
一
大
横
断
道
路
。
工
事
起
点
は
役
場
東
裏
、
種
子
島
高
校
玄
関
前
が
終

点
、
巾
員
六
〜
八
米
、
総
延
長
四
九
六
・
六
八
米
、
昨
年
度
中
に
八
、二
八
三
名
の
失
業

者
が
仂
い
て
い
る
。

　

工
費
は
三
十
二
年
度
二
、八
二
九
、〇
〇
〇
円
、
三
十
三
年
度
四
、五
一
五
、〇
〇
〇
円

で
工
事
は
来
春
三
月
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

▲ 60％できあがった横断道路

▲現在の同じ場所の道路

をご紹介！
　西之表市は、平成 30 年 10 月 1 日で市制施行 60 周年を迎えます。そこで、市では西之表の貴重な地
域資源を活かし、記念事業を展開します。今回は今年度実施予定の記念事業の内容をご紹介します。

※内容は予定であり、変更となる場合もあります。

■問い合わせ先　　　　
市役所総務課秘書広報係

℡２２‐１１１１
内線２０３

※
表
記
は
当
時
の
ま
ま

事業名 時期 内容（記念事業）
種子島カップヨットレース 4月 28 日、29 日 60 周年記念賞を設定。
こどもまつり 4月下旬頃 子ども向けのアトラクション
NHK おかあさんといっしょ
宅配便「ガラピコぷ～小劇場」 12 月 9日

おかあさんといっしょ宅配便「ガラピコぷ～小劇場」の公演
を実施。

鉄砲まつり 8月 19 日 60 周年を記念して花火大会を盛大に開催。
ふるさと交流大会 9 月 29 日 出郷者と地元参加者とのゴルフ交流大会

記念式典 9月 30 日 ○記念式典を実施、あわせてアトラクション、記念講演等を実施
○市政発展のために尽力された方を表彰。

市民体育祭 10 月 7日 「60」にちなんだ種目・過去の種目の復活・有名選手の招聘

市民文化祭 11月 3日、4日 ヴィラ・ド・ビスポ市25 周年記念事業を兼ねてポルトガルの音楽ファド公演を実施。

ふるさとフェスタ 11 月 25 日 農林水産物等の特産品の出店や郷土芸能を披露、商工フェスタ
の同時開催で、ふるさとの良さを実感できるイベントを開催。

いけなば展 11 月 24 日
～ 25 日

ふるさとフェスタとの同時開催。種子島を「いけなばの島」
として位置付けるいけばな展を開催。

市民フェア 3月上旬 「60」にちなんだ展示・舞台発表

市政の窓特集 随時 ○毎月の「市政の窓」でアーカイブス特集
○平成 30 年 1月号から以前使用していたタイトルロゴを使用

市誌編さん 平成 30年度から 市誌編さんの検討を開始



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

浦う
ら
だ田
の
濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
の
話
を
し
申も
う

そ
う
か
な
。

　

浦
田
墓ぼ

ち地
の
下
の
山
に
は
、
昔
か
ら
「
濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
」
が
住
ん
ど
る

と
い
わ
れ
と
っ
た
。
こ
の
濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
は
、
い
つ
も
子
ど
も
を
抱
い
て

立
っ
と
っ
て
、
濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
に
見
つ
か
る
と
、

「
子
ど
も
を
抱だ

あ
て
く
れ
え
」

と
た
の
ま
れ
る
ち
ゅ
う
わ
。
だ
か
ら
走
っ
て
逃
げ
る
と
が
一
番
よ
か
ば
っ

て
、
も
し
頼た

の

ま
れ
た
ら
子
ど
も
を
抱
あ
て
や
っ
て
、
い
っ
と
き
し
て
か
ら
子

ど
も
の
尻し

り

で
も
つ
も
う
で
泣
か
す
い
と
じ
ゃ
ち
ゅ
う
わ
。
す
る
と
濡
れ
よ
め

じ
ょ
う
が
子
を
取
り
い
来
て
、

「
褒ほ

う
び美
は
何
が
よ
か
か
」

と
聞
か
れ
た
ら
、
男
な
ら
「
使
い
つ
ぶ
し
の
筆ふ

で

」、
女
な
ら
「
欠か

け
た
め
し

が
ー
」
と
言
え
ば
、
男
は
学
者
に
な
り
、
女
は
ち
っ
と
の
米
で
も
釡か

ま

い
っ
ぱ

い
に
飯め

し

が
炊
け
た
ち
ゅ
う
わ
。
こ
が
ん
力
が
あ
る
と
じ
ゃ
か
ら
、
濡
れ
よ
め

じ
ょ
う
は
幽ゆ

う
れ
い霊

じ
ゃ
な
し
い
、
山
の
女め

が
み神

じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
言
わ
れ
と
っ

た
。
濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
は
髪
の
長
か
６
、７
才
の
女
お
な
ご
の
子
じ
ゃ
ち
ゅ
う
人
も

お
る
ば
っ
て
、
近ち

か
ご
ら頃

あ
見
た
ち
ゅ
う
噂
は
聞
か
ん
か
な
あ
。

　

そ
ご
う
さ
の
昔
や
。

　

濡
れ
よ
め
じ
ょ
う
…
女
の
お
化
け
、
妖
怪　
　
　

め
し
が
ー
…
し
ゃ
も
じ

　
　
　
　
　
　
　

引
用
資
料
『
種
子
島
の
民
話
・
遊
び
集　

む
か
し
、あ
っ
た
ち
ゅ
う
わ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
之
表
市
教
育
委
員
会
／
発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

種
子
島
の
語
り
部
「
ぢ
ろ
（
囲
炉
裏
）
の
会
」
／
編
集

▲有倉先生▲講演に聞き入る参加者



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
４
月

以
降
は
市
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係
）

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
ら
な
い
と
損
！　

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
へ

の
加
入
が
義
務
と
な
っ
て
お
り
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
す
。
平

成
30
年
度
の
国
民
年
金
定
額
保
険
料
は
、

１
万
６
３
４
０
円(

月
額)

に
な
り
ま
す
。

学
生
の
場
合
は
？

　

前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、
申

請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
先

送
り
（
猶
予
）
さ
れ
る
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
せ
ず
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

年
金
は
老
後
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
も
し
も
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
へ
算
入
さ
れ
ま
す
。

《
例
…
平
成
29
年
度
の
障
害
基
礎
年
金
額
》

　

年
額
 97
万
４
１
２
５
円
（
１
級
）

　

年
額 

77
万
９
３
０
０
円
（
２
級
）

◎
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
？

・
学
生
納
付
特
例
申
請
書
を
住
民
票
上
の
住
所

地
の
市
町
村
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。

・
在
学
証
明
書
原
本
か
学
生
証
の
写
し
（
裏

面
も
）
を
添
付
し
ま
す
。

障害・遺族
基礎年金
受給資格
期間への
算入

〇

〇

×

老齢基礎年金

年金額への
反映

〇

×（注 1）

×

受給資格
期間への
算入

〇

〇

×

※納付と学生
納付特例と未
納はこのよう
に違います

納付

学生納付特例

未納

●
知
っ
て
お
き
た
い
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
！

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
？

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
特
定
の
取
引
形
態
で
契
約
を
し
た
場
合

に
、
一
定
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契
約
を
解
消
で
き
る
制
度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
取
引
と
期
間

　

対
象
と
な
る
取
引
と
期
間
は
、
特
定
商
取
引
法
や
そ
の
他
の
法
令
等
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者

が
返
品
の
可
否
や
返
品
期
限
な
ど
に
関
す
る
特
約
を
設
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
約
が
な
い
場
合
は
、
受
け
取
っ

た
日
か
ら
数
え
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
で
き
ま
す
。

◆
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
右
記
以
外
の
取
引
で
も
そ
の
他

の
法
令
等
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
く
ら
し
の
ご
用
心
よ
り
抜
粋
〉

◆消費に関するご相談・お問い合わせは
西之表市消費生活センター ℡ 22‐1111 内線 306

　消費者ホットライン ℡ 188（局番なし）

（
注
１
）
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
を
10

年
以
内
に
納
付
（
追
納
）
す
る
と
年
金

額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
の
各
種
届
等
に
つ
い
て

基
礎
年
金
番
号
に
加
え
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
で
の

届
出
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
訪
問
販
売
（
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー

ル
ス
含
む
）
↓
８
日
間

●
電
話
勧
誘
販
売
（
電
話
を
か
け
さ
せ
ら
れ
た
場
合
も
含
む
）
↓

８
日
間

●
特
定
継
続
的
役
務
提
供
…
エ
ス
テ
、
語
学
教
室
、
学
習
塾
、
家

庭
教
師
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
、
美
容
医

療
↓
８
日
間

●
連
鎖
販
売
取
引
…
マ
ル
チ
商
法
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス

↓
20
日
間

●
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
…
内
職
商
法
、
モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど

↓
20
日
間

●
訪
問
購
入
…
貴
金
属
な
ど
を
事
業
者
が
買
い
取
る
商
法
↓
８
日
間

※
「
困
っ
た
な
」、「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
西
之
表
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
へ
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

高
齢
者
虐
待
っ
て
な
に
？

○
家
族
な
ど
養
護
者
（
介
護
者
）
ま
た
は
要
介
護
施
設
従
事
者
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
養
護
施
設
、介
護
施
設
の
職
員
等
）
に
よ
る
次
の
よ
う
な
行
為
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
健
康
保
険
課
高
齢
者
支
援
室
）

　

※
４
月
以
降
は
市
役
所
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　

℡
２
３
‐
５
２
２
５

　

３
月
８
日
（
木
）
か
ら
10
日
（
土
）

に
か
け
て
全
国
の
高
校
・
高
専
生
・

大
学
生
、
約
３
０
０
人
が
種
子
島
に

集
ま
り
、
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
高
度
や
滞
空
時
間
等
を
競
い
合

う
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
審
査
員

と
し
て
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
種
子
島

宇
宙
セ
ン

タ
ー
50
周
年

を
迎
え
る
記

念
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

若
手
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
筆
頭
に
総
力

を
結
集
し
て
、
種
子
島
で
最
初
に
打

ち
上
げ
た
機
体
を
模
し
た
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
を
製
作
し
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
打

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

50
周
年
の
本
年
は
こ
の
よ
う
に
例

年
と
は
異
な
る
形
で
各
地
元
の
企
画

に
参
加
し
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
も

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
誓
い
を
宇
宙
に
！
衛
星
＆
ロ

ケ
ッ
ト
に
乗
せ
よ
う
〜
ツ
イ
ッ
タ
ー

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245
　

昨
今
よ
く
耳
に
す
る
地
球
温
暖
化
。

私
た
ち
が
排
出
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

身体的

虐待

　

殴
る
・
蹴
る
・
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入
れ
る
・
意
思
に
反
し

て
身
体
を
拘
束
す
る　

な
ど

介護・世話の

放棄・放任

　

劣
悪
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る
・
食
事
を
与
え
な
い
・
入
浴
を

さ
せ
な
い
・
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な
い
・
受
診
さ
せ
な
い
・
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
な
い　

な
ど

経済的

虐待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
（
使
わ
せ
な
い
）・
本

人
の
年
金
や
預
貯
金
を
勝
手
に
使
う　

な
ど

心理的

虐待

　

怒
鳴
り
つ
け
る
・
の
の
し
る
・
悪
口
を
言
う
・
無
視
す
る
・
侮

辱
を
込
め
て
子
供
の
よ
う
に
扱
う　

な
ど

性的

虐待

　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
・
懲
罰
的
に
裸
に
し
た
り
、
下
着
の

ま
ま
に
す
る　

な
ど

【
高
齢
者
の
異
変
の
サ
イ
ン
】

　

□
家
の
中
か
ら
怒
鳴
り
声
が
よ
く
聞
こ
え
る
。

　

□
顔
や
腕
な
ど
に
不
自
然
な
あ
ざ
が
あ
る
。

　

□
最
近
、
見
か
け
な
く
な
っ
た
。

　

□
寝
具
や
衣
服
が
汚
れ
た
ま
ま
の
こ
と
が
多
い
。

　

□
急
に
お
び
え
た
り
、
恐
ろ
し
が
っ
た
り
す
る
。

※
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
見
ら
れ
た
り
、
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

が
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
の
ひ
と

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
影
響
に
よ
る
気
候
変
動
は
、

生
態
系
、
異
常
気
象
、
農
林
水
産
な

ど
私
た
ち
の
将
来
に
深
刻
な
危
機
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
に
打
ち
上
げ
予
定
の
「
い

ぶ
き
２
号
」
は
、
宇
宙
か
ら
世
界
中

の
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
濃

度
分
布
を
観
測
し
ま
す
。

　
「
＃
あ
な
た
の
個
人
的
な
温
暖
化
対

策
を
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
宇
宙
に
お
届
け
」

と
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
ツ
イ
ー

ト
し
て
く
だ
さ

い
。

　

小
さ
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ

ん
。
ひ
と
つ
だ

け
誓
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

条
件
を
満
た
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
は

す
べ
て
、「
い

ぶ
き
２
号
」
衛

星
本
体
に
搭
載

さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
先
着
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
Ｈ
‐

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に
貼
る
デ
カ
ー
ル
デ

ザ
イ
ン
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
埋
め
込
み

ま
す
。

【
期
間
】
５
月
31
日
（
木
）
ま
で



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3742 4161 7903 3968
上西 236 254 490 268
下西 1062 1197 2259 1177
国上 535 591 1126 597
伊関 192 199 391 210
安納 201 220 421 228
現和 611 641 1252 672
安城 142 159 301 169
立山 49 45 94 52
中割 46 45 91 58
古田 179 223 402 201
住吉 413 480 893 502

［火　災］
出火件数　 0 件
うち建物　 0 件
［救　急］
出動件数　77件
うち急病　54件

発生件数　 3 件
死 者　 0 人
負 傷 者　 3 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

岡
山　

夢む

あ愛

女
梨
来

は
る
な
庄
司
浦

村
山　

湊
み
な
と

男
洋
一

陽
菜

榕
城
中
目

中
村　

笑え

な奈

女
翔
太

智
美

川
迎

鮫
島　

麦む
ぎ

男
昇
樹

あ
ゆ
み
能
野
里

安
藤　

心こ
ゆ
き幸

女
英
幸

あ
り
さ
愛
知
県

鈴
木　

陸り
く

男
拓

英
恵

池
野

田
中　

智ち
ひ
ろ裕

男
良
也

貴
子

川
迎

長
野　

由ゆ

り

か
梨
佳

女
誠

陽
子

榕
城
中
目

小
脇　

侑ゆ
う

男
拓

寿
枝

中
野

奥
村　

奈な

こ子

女
卓
也

領
子

姶
良
市

川
脇　

天て
ん
せ
い晴

男
裕
太

香
織

中
種
子
町

平
野　

真ま

お桜

女
健
太

絵
理

形
之
山

古
石　

こ
こ
ろ

女
綾
太
郎
智
子

朝
日
が
丘

［人口］
全体 15,623 人（－ 21）
男性 7,408 人（－ 13）
女性 8,215 人（－ 8）
［世帯数］

世帯（－ 2）
（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

上
妻　

美
知
子
深
川

上
妻　

香

大
瀬　

浩

塰
泊

大
瀬　

勝

馬　
　

イ
マ

川
迎

馬　
　

修

上
畑　

修

能
野
里

上
畑　

也

森
田　

テ
ル
子
天
神
町

森
田　

次
男

長
野　

ユ
ミ
子
浜
之
町

奥
村　

幸
義

佐
藤　

文
昭

上
之
原
町
佐
藤　

芳
子

野
間　

一
郎

川
迎

野
間　

チ
エ
子

小
川　

久
江

中
野

牧
瀬　

敏
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

島
田　

ナ
ミ

96

浅
川

阿
卋
知　

由
美
子

70

川
迎

河
東　

ヨ
シ

92

天
神
町

小
倉　

豊

88

平
山

下
園　

ユ
ワ

94

庄
司
浦

伊
福　

正
史

88

十
六
番

瀬
下　

耕
三
郎

82

榕
城
中
目

松
田　

武
久

77

洲
之
崎

南　

光
夫

83

塰
泊

𠮷
良　

秋
義

95

小
牧
野

宮
原　

貢

87

久
保
田

久
永　

早
苗

86

松
畠

池
浦　

美
佐
子

73

池
田

深
田　

直
寛

72

里
之
町

鮫
島　

友
三
郎

84

川
迎

本
城　

ト
ク

96

平
山

武
田　

み
つ
子

69

立
山

中
村　

佐
惠
次

84

鞍
勇

山
﨑　

利
夫

81

野
木
平

羽
生　

ト
ミ

102

中
野

山
内　

葉
子

83

鞍
勇

池
田　

惠
美
子

88

洲
之
崎

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

久
保
田　

泰
明　
　

千
葉
県　

　
　
　

＆

竹
之
内　

裕
美　
　

千
葉
県

上
妻　

勇

88

村
之
町

　
　

シ
メ
子

76

大
平

宮
園　

健

74

池
野

清
水　

ト
シ

103

大
花
里

山
下　

ウ
ラ

91

上
能
野

上
妻　

宗
治

74

上
之
原
町

小
川　

秀
成

94

古
田
上
之
町

長
田　

伊
助

94

近
政

種
子
田　

一
春

80

川
氏

冨
奥　

ノ
ブ
子

89

上
之
原
町



　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月

掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

馬
毛
島
と
重
な
り
硫
黄
島
見
え
て
こ
こ
は
穏
や
か
北
は
大
雪

梅
一
リ
ン
そ
の
足
元
に
ふ
き
の
と
う
と
き
め
き
我
れ
に
春
風
や
さ
し

風
吹
け
ば
潮
の
香
運
ぶ
丘
に
立
つ
悲
恋
伝
わ
る
若
狭
姫
の
碑

諦
め
た
と
思
っ
た
瞬と

き間
に
吹
く
風
は
な
ぜ
だ
か
い
つ
も
と
て
も
優
し
い

愛
子
岳
雪
の
帽
子
を
被
り
お
り
今
年
一
番
の
寒
波
の
朝
に

穏
や
か
な
新
年
迎
え
こ
の
ま
ま
に
平
和
続
け
と
願
い
お
り
た
り

遠お
ち
こ
ち近

に
海
苔
採
る
姿
や
春
浅
き
う
ら
ら
日
な
れ
ば
妻
も
出
で
発た

つ

蕗
芽
吹
く
野
駆
け
巡
り
し
愛
犬
の
骨
ふ
た
欠
け
ら
大
地
に
撒
き
て

つ
わ
ぶ
き
の
花
の
さ
か
り
に
麦
を
蒔
け
義ち

ち父
が
云
い
っ
た
が
蒔
く
人
も
な
し

「
落か

ら
ま
つ

葉
松
」
を
合う

た唱
い
た
る
わ
れ
は
知
ら
ね
ど
も
写
真
に
観
た
る
落
葉
踏
み
た
し

放
た
れ
し
犬
ひ
た
走
り
一
す
じ
の
跡
鮮
や
か
な
春
を
呼
ぶ
浜

伏
せ
お
れ
ば
夫
が
菜
飯
を
作
り
く
る
る
あ
り
が
と
う
ね
太
き
お
に
ぎ
り

風
は
ま
だ
冷
た
い
け
れ
ど
満
開
の
桜
に
出
合
い
心
華
や
ぐ

城
跡
の
丘
に
憩
え
ば
榕

が
じ
ゅ
ま
る樹

の
気
根
の
あ
わ
い
に
見
え
る
馬
毛
島

穏
や
か
な
錦
江
湾
に
滑
り
込
む
高
速
船
が
白
波
蹴
っ
て

空
見
上
げ
桜
の
花
に
や
す
ら
ぎ
ぬ

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
園
・
今
井
多
輝
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

天
神
町
・
河
東　

鏡
自

屋
久
島
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

中
西
・
新
藤
富
美
恵

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

西
町
・
名
越　

和
子

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

上
古
田
・
山
下　

和
子

中
野
・
吉
原　

昭
保

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
り
え

区　分 島内産 島外産
入荷量 20 トン 21 トン
41 トン （49％） （51％）
取引額 774 万円 485 万円
1,259 万円 （61％） （39％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根 菜 類 1,170 123 4,458 666
葉茎菜類 3,097 815 5,777 1,117
果 菜 類 482 124 2,795 1,073
そ の 他 12,462 3,642 3,238 839
小 計 17,211 4,704 16,268 3,695

果
物
類

か ん き
つ 類 1,784 679 652 98

果 瓜 類 0 0 5 2
そ の 他 1,172 1,347 2,846 558
小 計 2,956 2,026 3,503 658

鳥卵・加工品等 285 228 1,323 498

花　類
20,652

778
0

0
本 本

青
果
状
況
【
2
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、
種
子
島
公
設
地

方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
4
月
の
休
み
》
1
日
・
4
日
・
8
日
・
11
日
・
15
日
・
18
日
・
22
日
・

25
日
・
29
日
・
30
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
水
車
小
屋
前
の
桜
並
木
の
前
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
撮
影
日
は
３
月
中
旬
で
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
一
日
と
な
り
、
団
体
で
見
物
さ
れ
て
い
る
方
々
の

姿
や
、
ご
家
族
で
遊
び
に
訪
れ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
を
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、

桜
並
木
を
縦
横
無
尽
に
走
り
抜
け
た
り
、
水
車
小
屋
近
く
の
小
川
を
ジ
ャ
ン
プ
で
飛
び
越
え
た
り
。
私
も
パ
ワ
ー
を
注
入
し
て

も
ら
っ
た
気
分
で
し
た
。

▽
市
民
フ
ェ
ア
で
初
め
て
の
開
催
と
な
っ
た
「
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
選
手
権
」。
ゴ
ー
ル
目
が
け
て
一
直
線
に
ハ
イ
ハ
イ
す
る

選
手
や
、
突
如
と
し
て
成
長
を
遂
げ
歩
き
だ
し
た
選
手
、
ま
た
、
コ
ー
ス
付
近
の
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
に
興
味
津
々
な
選
手
な
ど

様
々
な
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
元
気
で
愛
ら
し
い
姿
に
、
訪
れ
た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。（
公
）

広告

学童バック 5点セット 3,000 円
おしゃれバック 1,500 円から

かわいいプリント

ズボン裾上げ 700 円から
ファスナー直し 800 円から その他
きものを洋服に作り替え
 　　　　　100 円束
シバ、アイリス（4月中旬）、ひまわり（5月）
＊営業時間…AM10 時～ PM5時＊定休日…月、火曜日 
＊電話…090-5383-0747（西村信子）

あやの
食堂

小料理
しろう

コ
コ

玉
川

【手作り】

【ハギレ】

【お直し】

【自家花】

東町 32 番地

you



3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品

・成人式着物予約　3/10～（開始中)  ・七草着物予約  4/10～

＊パーマキャンペーン＊

AM8:30～PM5:30
PM5:00 迄

たねがしま平安閣
℡

一般（２割） ¥5000 ⇒ ¥4000～
会員（３割） ¥5000 ⇒ ¥3500～

●トリートメントパーマ

ストレート・デジタル

●その他パーマ
　　一般　　　　 20%off
　　会員　　　　 30%off

期間 3/25～ 迄4/20

営業時間
　日曜日

（シャンプー カット ブロー付）

23-4244

（要予約　　受付時間PM 2:00迄）

¥5000～


